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第 3蘭 PAS4g 瀞注 ･

Benemid2gm 前処置

第 4蘭 PAS4g 静江_

Penemid2gTIl置前処

(図1,と図3,･4とで縦軸のとり方が異って居る点l/{注意あ りたい)

何れ:/.'t於ても Boger及 PitLsの 申述べた如 く,｢べ木ミツF｣はノ化学的党費法e/{於て ｢パス｣の血中濃度を高めてゐ
ることは確である○

但 し以上は,丘Iyne&Newhouse法L/{よって測定 した場合の成績であるが,此の測定t/{引つか ゝつてきたもの全部

採血時間 流血々清を加えたRirclmer培地中の蘭発育

:1.5時間 90% 75% 50% 25% 10% 培地 中の血清濃度■■- 備 ~ニ考

+ 十ヽ ヽ
3.0時間 - + + +

- 十 ナ 十 ノヾ ノヾ

4こ5時間 十 + + ス 及ス-Jq
- 十 +.･.I.-ヽ ●七瓦ネ七

6時間 一十 + 一汁 瓦前 ミ瓦ノ処ツ内

たが,抗菌力をもつ ｢パス｣の形であるかどうかは茂分娩

間の余地があるOつま り ｢パス｣が牝学的に変牝 した貴め

内の一部が此の定量法に引つか つゝて凍 るかも知れぬ恐が

ある｡そこで常 々は以前に志保 [日が肇菅 した方法によって

パス内服投興 した患者の血液を時間的L/TL探 り,その血清を

90%に含む培地を用ひて締核園の発育阻止カを しらべ ｢ベ

キミツ r｣摸輿の有無による差異を検討 した｡そのう陪農は

節 1表の如 くである｡即ち ｢パス｣1･7gm内服患者に於て

4時間牛後:/{は既L/{抗帝核菌カを 認めないの!/{,｢ベネミ
ツ ド｣で前処置 した同一人に於ては6時間L/{於ても何抗菌

力を保持 してゐるのを知る｡但未だ例数少く最終的な輯諭

には達 して居ない｡今後例数を束ねて行 きたいO

ワクチン類の結核病巣に及ぼす影響 (第1報)

回 一陽 博 行

予備及怜療eJ{虞 く一般l/{磨用されて居る ｢ワクチン｣頻が結核性疾患に如何LJ{影饗す,るか と云 うことt/{関しては,

既E/{ReubeuE.Sto°e,帝淵,長井,堀江等L/Tlよる帝菅があるが,未解決の問題が甚だ多いo

私は哩等結核性疾患に及ぼす ｢ワクチン｣類の影饗を実験的に鶴察 し'究明を試みた占1931年SaTr,Ojloffが実験的

前眼部帝核症を有する家兎に今様濃度の旧 ｢ツベ ルクl)ン｣,或は滅菌牛乳等を皮下注射 して眼内圧,体温等を測定●
した｡膏が教室に於ては既に前川等が此の方法l/{より家鬼の~前野部緒核病巣L,{及ぼす各種の外界よりの刺戟の彰饗を

実験 して 居島が,私も亦此方法を戯興 した｡

｢ヮクチン｣孝則ますべて京都徴産物研究所梨の死常 ｢ワクチン｣を用いた｡
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柏予備実験として呑実験家兎に就て 1,000倍旧 ｢ツべク7)ン｣液 0.171李0.3cc.皮下注射を行い病魔尿膜陽惟な

る事を確めた｡

(1) 葡萄状球菌 ｢ワクチン｣

前記埴限部帝核家兎の眼圧一一定せる時期に,該球菌 ｢ワクチン｣(1C.C.中歯景1mg含有)0･3C･C･,0･5C･C･,1･Oc･

C･等の各量を皮下注射 して眼圧,体温 (直腸温)の測定,及び通常の前沢部検査 と細防煙検査 とを実施 して夜鷹の認
められる巌少量を測定 した精巣,その糞は凡そ0･5C.C.(甫景0･5mg)であると云 う事実を知 り持た｡ 佃此際の眼圧,

休漁及び病魔の査牝は注射後 6時間頃より動推 し始め,24時間後足和 良を示し,(48時間後迄継続する場合あ り)そ

の複漸次杜射的の状態L/{復 し'概ね72時間を以て常態に復する革を認めた｡ (Fig1)

Figl 葡萄耽球常 ソクチン

0.5C.C･ 皮 F任射
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(2) 連銀放球常ワクチン｡

此際の病巣反歴惹起最小量は凡そ 0.50C,C･乃至10C･C･(lc･C.中筒量1mg合有)の閏にある如くである｡(Fi占2)
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(3) 首HR亥蘭ワクチン0

本 ｢ワクチン｣(lc･C･中常量2'rlg合有)は前述の葡萄状球菌 ｢ワクチン｣,及び連銭欺球菌 ｢ワクチン｣の赦少病

瀧反磨惹起常畳たる 3･05mg(0･5C･C･)と同費,餌 0･25C･C･(常量 0･5mg合有)を実験家兎 4Ti371=に皮下注射 した柿

果,反麿は陰性であったo 依って3週間後再び同一実験家兎に夫 々 0･5C･C.(歯糞1mg合有),1･Oc･C･(常量2mg含

有)を各 2匹宛皮下注射 したOその結果何れも反磨陽性に現われたO然 し乍ら 0･5C･C･皮下注射群は何れも眼圧の代

下を認めたのであるが,体温,及び病巣.の変北は殆 ど認め難い程度であった｡依って当該 ｢ワクチン｣の最少病二葉反

磨惹起限界量は 0･5C･C･(簡量1･Omg)と決定 した｡相反鷹惹起の時間的推移は葡萄状球菌 ｢ワクチン｣,及び連鎖状

球常 ｢ワクチン｣と同じく24時間後に於て眼圧最低値を示 した｡ (Fig3)

体 温
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1

之は普通三種混食 ワクチンとして普 く使用せ られ,単独で伐開される事が砂いoそれ孜に三種浪合 ワクチンを帯磁

患者に接種 して,その筋果経過を観察 した成績は長井 (1949)堀江 (1951)琴t,l'Lより一部倍されてい るO
我々は腸チフス菌 ｢ワクチン｣のみに裁て実験を行ったO

即ち本 ｢ワクチン｣ (lc.C.中常量 2mg合有)を 0･5C･C･,1･Oc･C･,2･Oc･C･,4･Oc･C･L′こ分ち大 々等姶家兎に皮下

注射を試み病泉反麿を観察 した｡その締呆体温は注射俊約 2時間にして漸次上昇 し,概ね24時間乃華48時間に最高他

を示すに拘 らず,何れの実験家兎にも眼圧髄び(/{病巣(/{は殆ど変牝を認め得なかった｡ (Fig4)

体 5&
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(5) パラチフスA甫 ワクチン｡

本 ｢ワクチン｣ (lc･C･中甫量2mg合有)0･5C･C･及 1･Oc.C.を夫々実験家兄l/{皮下注射を試みたが,2時間後に急

洩kなる体温の上昇を認め,時間的に経過を親祭 したのであるが,これ亦眼圧,病巣には変化を認め得なかった0

倍本 ｢ワクチン｣に関しては腸チフス常 ｢ワクチン｣と同夜 2.Oc.C.,4.Oc.C.I/{戯て実験を進めつ ゝある.

以上諸稗の ｢ワクチン｣Z/{就で実験を試みたのである′が,パラチフスB蘭,コレラ菌,赤痢菌,大腸菌!その他の

｢Tjクチン｣裾引て裁ても同株実験を試みる心算であ り,これ等の締具に就ては後 日帝菅する予定であるo

高 濃 度 血 清 を､含 む 液 体 培 地 中 に 於 け る結 核 菌 の

発 育 に及 ぼ す抗 結 核 菌 性 物 質 e)影 響 に就 い { ｡

志 保 田 明

体内で二抗菌作用の行われる ｢メジウム｣に少 しでもさ丘い燦-件で試験管内二抗菌力を二枚討すると言 う目的でキ7t,ヒナ-

氏培地の血清含有貴を90/%!/{変えて,解核常の発育を検索 した帝果斯かる培地に:於ても10%血清加培地に劣 らぬ頁好

な発育を見た (節1表)0

廿廿

次に前述の90%血清加培地内に於ける,FAS,Streptomycin,UsninsauresNa,0-Aminophenol及び Contebenの

柿核蘭発育阻止力を調べた帝.=果第 2表の成績を得たO


